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配当方針の変更に関するお知らせ 

 

平成 21 年２月 10 日開催の当社取締役会において、これまで無配としておりました配当方針を、平成

21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）期末より、有配へと変更することについて、決

議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

１．配当方針変更の理由 

［これまでの方針］ 

当社は、財務体質の強化及び競争力の確保を経営の重要課題の一つとして位置づけており、中長期的

な事業計画に基づいた適時な設備投資、広告宣伝及び投資計画のための内部留保の確保や財務体質の強

化に重点をおきつつ、経営成績及び財政状態を勘案しながら、利益成長に見合った配当を行うことを基

本方針としております。 

前期（平成 20 年３月期）までは財務体質の強化を図る為の「内部留保」と、「将来の成長に関する投

資」を行い、企業価値を高めることで株主の皆様へ利益還元を行うことに重点を置いていたため、創業

以来配当金の支払いによる利益の分配は行っておりませんでした。 

 

［今後の方針］ 

今後も積極的な事業展開の推進、利益の継続的な増加に努めるとともに、財務体質の充実・強化を図

るための「内部留保」および「将来の成長に関する投資」を中心に据えながら、更に株主の皆様への利

益還元を重要な経営方針の一つとして位置付けてまいります。 

配当金につきましては、中長期的な事業計画等を勘案して、毎期の業績に応じた弾力的な成果の配分

を行うことを基本方針といたします。 

 

［方針変更にいたった背景］ 

当社は平成 20 年 5 月 14 日に発表いたしました「中期ビジョン」において、2011 年 3 月期に連結売上

高 170 億円、連結営業利益 40 億円を目指すことを掲げております。 

その初年度である今期におきましては、平成 21 年２月 10 日発表の「通期業績予想の修正に関するお

知らせ」にございますとおり、売上高に関しては当初予想を下回るものの、前期と比較すると現在のと

ころ安定した成長を遂げることができております。また、営業利益に関しましても概ね当初の予想通り



推移しているため、来期以降は更なる成長と、それに伴う内部留保の増加を見込んでおります。 

これらを踏まえ、今後の安定的かつ継続的な利益還元等を総合的に勘案した結果、長期的な視点でご

支援を頂く株主の皆様への利益還元を目的として、配当を実施することといたしました。 

 

２．平成 21 年３月期期末配当の内容 

利益配当につきましては、連結当期純利益の 10％を配当性向の目処にさせていただく予定です。 

当期の 1株当たり配当金など具体的な内容につきましては、今後の取締役会で決議する予定であり、決ま 

り次第速やかにお知らせいたします。その後、平成 21 年６月開催予定の第 14 回定時株主総会に付議する

ことといたします。 

以 上 


